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『
万
葉
集
』「
泡
沫
」
考

鉄
野
昌
弘

一
、
は
じ
め
に

　

詩
歌
に
と
っ
て
、
生
命
と
い
う
も
の
を
ど
う
捉
え
る
か
は
、
大
き
な
課

題
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、
そ
れ
に
ま
ず
自
覚
的
だ
っ
た
の

は
、
柿
本
人
麻
呂
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、

黄も
み
ち

葉は

之の　

過す
ぎ

去に
し

子こ

等ら
と 

携
た
づ
さ
は
り 

遊
あ
そ
び
し

礒い
そ

麻を 

見み
れ

者ば

悲か
な
し

裳も

�

（
９
・
一
七
九
六
）

塩し
ほ

気け

立た
つ 

荒あ
り

礒そ

丹に

者は

雖あ
れ

在ど 

往ゆ
く

水み
づ

之の　

過す
ぎ

去に
し

妹い
も

之が 

方か
た

見み

等と

曽そ

来こ
し

�

（
一
七
九
七
）

な
ど
に
お
い
て
、
人
の
死
を
「
～
の
過
ぐ
」
と
表
わ
す
方
法
は
、
単
に
死

を
敬
避
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
自
然
の
推
移
と
同
期
さ
せ
、
世
界
の

中
に
位
置
づ
け
る
。
巻
向
・
三
輪
と
い
う
古
い
由
来
を
持
つ
土
地
を
舞
台

に
、
そ
う
し
た
自
然
と
人
間
、
時
間
と
生
命
に
つ
い
て
の
思
惟
を
、
短
歌

を
連
ね
る
こ
と
で
繰
り
広
げ
た
の
が
、
巻
七
に
集
中
的
に
残
さ
れ
て
い
る

「
巻
向
・
三
輪
歌
群
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（

１
）。

　

そ
の
帰
結
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
が
、
次
の
一
首
で
あ
る
。
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巻ま
き

向む
く

之の 

山や
ま

邊へ

響と
よ
み

而て 

徃ゆ
く

水み
づ

之の 

三み

名な

沫あ
わ
の

如ご
と
し 

世よ
の

人ひ
と

吾わ

等れ

者は

�

（
７
・
一
二
六
九
）

「
往
く
水
の
水
沫
の
如
し
」
と
い
う
直
喩
は
、「
世
の
人
吾
等
」
す
な
わ
ち

こ
の
世
に
生
き
る
人
間
す
べ
て
を
、
山
川
の
激
流
に
生
ず
る
水
の
ア
ワ
の

姿
と
し
て
表
わ
す
。『
方
丈
記
』
に
「
か
つ
消
え
か
つ
結
び
て
久
し
く
留

ま
り
た
る
た
め
し
無
し
」
と
敷
衍
さ
れ
た（

２
）、

こ
う
し
た
ア
ワ
に
よ
る
比
喩

表
現
が
、
何
に
拠
っ
て
来
た
る
か
、
ま
た
『
万
葉
集
』
の
中
で
い
か
に
受

け
継
が
れ
て
ゆ
く
か
を
、
本
稿
で
は
考
え
て
み
た
い
。

二
、「
水
沫
の
如
し
世
の
人
吾
等
は
」
─
人
麻
呂
─

　
『
代
匠
記
』
初
稿
本
は
、
一
二
六
九
歌
に
つ
い
て
、「
人
麿
の
哥
に
、
惣

じ
て
無
常
を
観
じ
た
る
哥
お
ほ
し
。
大
権
の
聖
者
に
て
和
光
同
塵
せ
る
な

る
べ
し
」
と
述
べ
て
お
り
、「
無
常
観
」
を
認
め
つ
つ
、
仏
典
か
ら
例
を

挙
げ
る
こ
と
を
し
て
い
な
い
。「
聖
者
」
の
「
和
光
同
塵
」
と
言
う
こ
と

か
ら
し
て
、
人
麻
呂
の
歌
う
と
こ
ろ
が
自
ず
と
仏
説
に
通
じ
た
と
考
え
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
後
の
諸
注
釈
も
、
こ
の
歌
に
仏
典
の
影
響
を
認
め
る
こ
と
に
は
決

し
て
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
。
僅
か
に
『
全
註
釈
』
に
、「
仏
典
の
句
か

ら
出
て
い
る
」
と
言
い
、
窪
田
『
評
釈
』
が
そ
れ
に
従
っ
て
「
仏
典
の
語

を
捉
へ
た
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
の
が
目
立
つ
程
度
で
あ
る
。
斎
藤
茂
吉

『
柿
本
人
麿
』
評
釈
篇
は
、
当
時
の
仏
教
興
隆
を
考
え
れ
ば
、
仏
教
思
想

を
連
想
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
が
、
人
麻
呂
は
自
然
現
象
に
即
し
て
写

生
的
で
あ
り
、「
決
し
て
仏
典
語
の
露
骨
な
る
翻
訳
な
ど
で
は
無
い
」「
仏

教
の
無
常
思
想
な
ど
を
超
え
た
も
つ
と
人
間
本
来
の
無
常
思
想
を
有
つ
て

ゐ
る
こ
と
を
看
破
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
強
調
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
態
度
は
、
戦
後
の
研
究
史
に
も
引
き
継
が
れ
た
。
金
井
清
一

「
柿
本
人
麻
呂
の
無
常
感
」
は
、「
人
麻
呂
が
仏
教
的
無
常
観
を
持
っ
て
い

な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
持
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
し
て
も
歌
っ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
明
白
だ
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
」
と
断
言
し
、
こ

の
歌
を
挙
げ
て
、「
仏
教
的
無
常
観
を
持
た
な
け
れ
ば
歌
え
な
い
歌
で
は

な
い
。
こ
れ
を
人
麻
呂
の
自
作
と
解
し
た
場
合
で
も
、
人
麻
呂
は
実
景
か

ら
触
発
さ
れ
た
感
情
を
歌
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
背
後
に
何
ら
か
の
観
念

を
想
像
す
る
必
要
は
な
い
と
言
え
よ
う
」
と
す
る（

３
）。

一
九
七
〇
年
代
ま
で

は
、
人
麻
呂
関
係
歌
に
仏
教
思
想
の
影
を
認
め
る
こ
と
は
忌
避
さ
れ
て
い

た
か
に
見
え
る（

４
）。

　

確
か
に
、
後
に
見
る
憶
良
や
家
持
と
は
異
な
っ
て
、
人
麻
呂
は
巻
向
川

の
実
際
に
即
し
、
そ
こ
に
人
間
の
生
命
の
あ
り
よ
う
を
見
て
取
っ
て
い

る
。
し
か
し
そ
れ
は
必
ず
し
も
背
後
に
仏
典
の
表
現
が
無
か
っ
た
こ
と
を
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意
味
し
な
い
だ
ろ
う
。
特
に
「
水
沫
の
如
し
」
と
い
う
直
喩
は
、
次
の
よ

う
な
仏
典
と
の
近
縁
性
を
感
じ
さ
せ
る
。

是
身
如
二
聚
沫
一
、
不
レ
可
二
撮
摩
一
。
是
身
如
レ
泡
、
不
レ
得
二
久
立
一
。

是
身
如
レ
炎
、
従
二
渇
愛
一
生
。
是
身
如
二
芭
蕉
一
、
中
無
レ
有
レ
堅
。

是
身
如
レ
幻
、
従
二
顛
倒
一
起
。
是
身
如
レ
夢
、
為
二
虚
妄
見
一
。
是
身

如
レ
影
、
従
二
業
縁
一
現
。
是
身
如
レ
響
、
属
二
諸
因
縁
一
。
是
身
如
二

浮
雲
一
、
須
臾
変
滅
。
是
身
如
レ
電
、
念
念
不
レ
住
。

�

（「
維
摩
詰
所
説
経
」
方
便
品
、『
大
正
蔵
』
14
‐
５
３
９
ｂ
）

こ
れ
は
「
維
摩
経
」
の
「
十
喩
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
維
摩
詰
が
、
人

間
の
身
の
「
無
常
無
強
無
力
無
堅
」
な
る
こ
と
を
、
様
々
な
比
喩
を
も
っ

て
語
る
部
分
で
あ
る
。「
維
摩
経
」
は
無
論
、『
三
経
義
疏
』
の
一
つ
が
作

ら
れ
た
経
典
で
あ
り
、
人
麻
呂
の
同
時
代
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
そ
の
中
に
、「
聚
沫
の
如
し
」
と
い
っ
た
直
喩
が
あ
る
の
は
偶
然

と
は
思
わ
れ
な
い（

５
）。

　

先
に
挙
げ
た
「
行
く
水
の
過
ぎ
に
し
妹
」、
あ
る
い
は
「
巻
向
・
三
輪

歌
群
」
の
一
首
、

往ゆ
く

川か
は

之の 

過す
ぎ

去に
し

人ひ
と

之の 

手た

不を
ら

折ね

者ば 

裏う
ら

触ぶ
れ

立た
て
り 

三み

和わ

之の

檜ひ

原ば
ら

者は

�

　
（
７
・
一
一
一
九
）

に
お
け
る
「
往
く
川
の
過
ぎ
に
し
人
」
な
ど
、
人
麻
呂
に
多
い
流
水
に
よ

る
生
命
や
時
間
の
比
喩
が
、
漢
籍
を
背
景
に
持
つ
こ
と
は
既
に
広
く
認
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
『
論
語
』
子
罕
篇
の
、

子
在
二
川
上
一
曰
、
逝
者
如
レ
斯
夫
、
不
レ
舎
二
昼
夜
一
。

に
淵
源
を
持
つ
。
六
朝
の
詩
文
、
例
え
ば
晋
・
陸
機
の
「
歎
逝
賦
」（『
文

選
』
巻
十
六
）

悲
夫
、
川
閱す

ベ
テレ

水
以
成
レ
川
、
水
滔
滔
而
日
度
。
世
閱
レ
人
而
為
レ

世
、
人
冉
冉
而
行
暮
。

も
、
当
然
そ
れ
を
踏
ま
え
て
い
る
。

　

し
か
し
末
木
文
美
士
氏
が
、
人
麻
呂
作
歌

物も
の

部の
ふ

能の 

八や

十そ

氏う
ぢ

河か
は

乃の 

阿あ

白じ
ろ

木ぎ

尓に 

不い

知さ

代よ

経ふ

浪な
み

乃の 

去ゆ
く

邊へ

白し
ら

不ず

母も

�

（
３
・
二
六
四
）
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に
つ
い
て
言
う
よ
う
に
、「
中
国
古
典
の
影
響
と
共
に
、
そ
の
中
に
織
り

合
わ
さ
れ
た
仏
教
と
の
関
係
も
無
視
で
き
な
い
で
あ
ろ
う（

６
）

」。
末
木
氏

は
、
仏
典
中
で
直
接
川
の
流
れ
を
無
常
と
結
び
付
け
た
例
と
し
て
、

如
三
河
流
駛
疾
、
往
而
没
二
大
海
一
。
人
命
亦
如
レ
是
。
逝
者
不
二
復
還
一
。

�
（「
中
本
起
経
」
下
、『
大
正
蔵
』
４
‐
１
６
０
ｃ
）

を
挙
げ
、
同
文
が
「
法
句
経
」
に
も
出
る
と
い
う
（『
大
正
蔵
』
４
‐
５

５
９
ａ
・
５
７
４
ｃ
）。
氏
が
「
織
り
合
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
の
は
、

単
に
人
麻
呂
の
前
に
漢
籍
と
仏
典
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま

い
。
漢
代
に
中
国
に
伝
来
し
て
以
後
、
仏
教
は
儒
教
・
道
教
な
ど
固
有
信

仰
と
対
抗
・
融
合
し
つ
つ
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
六
朝
の
詩
文

の
中
に
も
仏
教
は
影
を
落
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、
末
木
氏
が
更
に
続
け
て
、
人
麻
呂
の
無
常
観
が
仏
教
の
無

常
観
と
単
純
に
同
一
視
で
き
な
い
と
す
る
の
に
注
意
し
た
い
。
そ
れ
は
、

「
第
一
に
、
そ
の
無
常
は
個
の
無
常
に
と
ど
ま
ら
ず
、
歴
史
の
大
き
な
流

れ
に
対
す
る
感
慨
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
そ
の
無
常
を
苦
と
見
て
宗
教

的
超
越
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
文
学
的
次
元
で
の
充
足
を
求
め
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
。

　

第
二
点
に
つ
い
て
は
今
措
き
、
第
一
点
は
確
か
に
二
六
四
歌
の
特
性
を

言
い
当
て
て
い
る
と
言
え
よ
う
。「
中
本
起
経
」
の
叙
述
が
、
個
々
の

「
人
命
」
が
川
の
水
の
如
く
去
っ
て
還
ら
な
い
こ
と
に
留
ま
っ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
人
麻
呂
は
壬
申
の
乱
を
経
て
流
れ
る
歴
史
的
時
間
を
俯
瞰
的

に
捉
え
て
い
る
。
そ
れ
は
や
は
り
魏
晋
時
代
の
動
乱
を
経
て
把
握
さ
れ

た
、
陸
機
の
「
世
は
人
を
閲
べ
て
世
を
為
し
、
人
は
冉
々
と
し
て
行
き
暮

す
」
と
い
っ
た
認
識
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
感
ず
る
。
そ
し
て
仏
典

に
基
づ
き
つ
つ
、
仏
典
を
超
え
る
点
は
、
一
二
六
九
歌
に
つ
い
て
も
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
「
泡
」「
沫
」
を
用
い
る
比
喩
を
、「
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
っ
て
求
め
、
語
彙
ご
と
に
用
例
を
掲
出
す
る
と
以
下
の

如
く
で
あ
る
（
森
章
司
編
『
仏
教
比
喩
例
話
辞
典
』〈
東
京
堂
出
版
、
昭

六
二
〉
を
参
考
に
し
た
。
見
出
し
の
下
に
、
検
出
さ
れ
る
用
例
数
を
記
し

た
。
例
は
六
朝
に
漢
訳
さ
れ
た
経
典
よ
り
抄
出
）。

▼　

泡
沫
（
一
三
四
例
）

①
汝
今
善
知
下
一
切
諸
法
、
如
レ
幻
如
レ
焔
如
二
乾
闥
婆
城
画
水
之
跡
一
、
亦

如
二
泡
沫
芭
蕉
之
樹
空
無
一レ
有
レ
実
、
非
レ
命
非
レ
我
無
上レ
有
二
苦
楽
一
。

（
北
涼
・
曇
無
讖
訳
「
大
般
涅
槃
経
」
巻
二
十
一
、

『
大
正
蔵
』
1
‐
４
８
８
ｃ
）

②
如
レ
是
浄
天
眼　

観
二
察
於
五
道
一
、
虚
偽
不
二
堅
固
一　

如
二
芭
蕉
泡
沫
一
。
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�
（
馬
鳴
作
・
曇
無
讖
訳
「
仏
所
行
讃
」
巻
二
、
４
‐
27
ｃ
）

▼　

水
泡
（
一
五
八
例
）

③
是
身
不
レ
堅
猶
如
二
蘆
葦
伊
蘭
水
泡
芭
蕉
之
樹
一
。
是
身
無
常
念
念
不
レ

住
、
猶
如
二
電
光
暴
水
幻
炎
一
、
亦
如
二
画
レ
水
随
レ
画
随
合
一
。

（
７
）

�
（「
大
般
涅
槃
経
」
巻
一
、
12
‐
３
６
５
ｃ
）

④
若
是
行
者
為
二
生
滅
法
一
。
譬
如
二
水
泡
速
起
速
滅
一
、
往
来
流
転
猶
如
二

車
輪
一
。
一
切
諸
行
亦
復
如
レ
是
。�
（
同
・
巻
二
、
12
‐
３
７
３
ｃ
）

▼　

水
上
泡
（
一
〇
六
例
。
別
に
「
水
上
之
泡
」
五
例
あ
り
）

⑤
一
切
衆
生
寿
命
不
レ
定
如
二
水
上
泡
一
。
衆
生
若
有
二
殷
重
業
果
一
、
火
不
レ

能
レ
焼
毒
不
レ
能
レ
害
。�

（
同
・
巻
三
十
、
12
‐
５
４
３
ｃ
）

▼　

水
中
泡
（
一
五
例
。
他
に
「
水
中
之
泡
」
二
例
あ
り
）

⑥
菩
薩
知
三
諸
受
相
、
如
二
水
中
泡
一
起
一
滅
一
。
是
為
レ
知
二
受
相
一
。
知
二

受
生
滅
一
者
、
是
諸
受
無
レ
所
二
従
来
一
去
無
レ
所
レ
至
、
是
為
レ
知
二
受
生

滅
一
。

�

（
後
秦
・
鳩
摩
羅
什
訳
「
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
」
巻
七
十
九
、

�

８
‐
３
９
９
ｂ
）

▼　

水
沫
（
二
一
二
例
）

⑦
一
切
五
欲
悉
無
常
、
虚
偽
無
レ
実
如
二
水
沫
一
、
如
二
幻
野
馬
水
中
月
一
。

（
東
晋
・
仏
馱
跋
陀
羅
訳
「
大
方
広
仏
華
厳
経
」（
六
十
華
厳
）
巻
七
、

９
‐
４
９
３
ｃ
）

▼　

水
上
沫
（
一
二
例
）

⑧
是
身
唯
有
二
大
小
便
利
一
、
是
身
不
レ
堅
如
二
水
上
沫
一
。
是
身
不
レ
浄
多
二

諸
虫
戸
一
。

�

（
曇
無
讖
訳
「
金
光
明
経
」
巻
四
、
16
‐
３
５
４
ｂ
）

▼　

聚
沫
（
四
五
四
例
）

⑨
知
二
衆
生
非
一レ
実
而
更
増
二
大
悲
一
。
観
レ
色
如
二
聚
沫
一
、
受
如
二
水
上
泡
一
、

想
如
二
春
時
焔
一
、
衆
行
如
二
芭
蕉
一
、
心
如
二
工
幻
師
一
、
示
二
現
種
種

事
一
。
善
分
二
別
五
陰
一
、
其
心
無
レ
所
レ
著
。

�

（「
大
方
広
仏
華
厳
経
」
巻
四
十
三
、
９
‐
６
６
７
ａ
）

⑩
貪
欲
瞋
恚
愚
癡
羅
刹
依
二
止
其
中
一
。
如
下
伊
蘭
叢
林
無
レ
可
二
愛
楽
一
、聚

沫
芭
蕉
無
上レ
有
二
堅
固
一
。

　
（
東
晋
・
法
顕
訳
「
大
般
泥
洹
経
」
巻
一
、
12
‐
８
５
４
ｂ
）

　
「
泡
」「
沫
」
は
、「
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に

そ
れ
ぞ
れ
、
一
二
五
一
例
、
一
五
三
八
例
を
見
出
す
こ
と
の
で
き
る
頻
出

語
で
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
比
喩
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
、

そ
の
比
喩
は
広
く
言
っ
て
「
無
常
」
に
関
わ
る
も
の
ば
か
り
と
言
っ
て
よ

い
。

　
「
泡
沫
」
と
熟
し
て
用
い
た
場
合
は
、
こ
の
世
、
あ
る
い
は
輪
廻
の
世

界
の
あ
ら
ゆ
る
物
事
に
「
実
質
が
無
い
」（
①
）「
堅
固
で
な
い
」（
②
）
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と
い
っ
た
こ
と
の
比
喩
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
妙
法
蓮
華
経
」
随
喜
功

徳
品
（
鳩
摩
羅
什
訳
、『
大
正
蔵
』
９
‐
47
ｂ
）
に
「
世
皆
不
牢
固
、
如

水
沫
泡
焔
」（
世
、
皆
牢
固
な
ら
ざ
る
こ
と
、
水
沫
泡
焔
の
如
し
）
と
あ

る
の
も
、「
水
沫
」「
泡
」
と
「
焔
」（
陽
炎
の
意
）
と
を
並
列
し
て
、
こ

の
世
に
堅
牢
な
も
の
は
何
一
つ
無
い
こ
と
を
表
す
。

　

し
か
し
「
泡
」「
沫
」
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
で
用
い
ら
れ
る
時
、
同
じ

「
無
常
」
で
も
、
少
し
く
異
な
る
比
喩
を
形
成
す
る
よ
う
で
も
あ
る
。「
維

摩
経
」
の
「
十
喩
」、「
是
身
如
聚
沫
、
不
可
撮
摩
。
是
身
如
泡
、
不
得
久

立
」
は
そ
の
一
例
で
、「
聚
沫
」
は
撮
ん
で
摩
る
こ
と
の
で
き
な
い
脆
弱

さ
、「
泡
」
の
方
は
、
長
く
そ
の
ま
ま
で
は
居
ら
れ
な
い
時
間
的
限
界
の

面
を
捉
え
て
い
る
。

　

他
の
例
も
、
概
ね
同
様
の
使
い
分
け
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
看
取
さ
れ

る
。
例
え
ば
③
は
、「
水
泡
」
が
「
身
堅
か
ら
ざ
る
こ
と
」
の
比
喩
に

な
っ
て
い
て
、
む
し
ろ
「
十
喩
」
の
「
不
可
撮
摩
」
に
近
い
が
、
④
「
水

泡
速
起
速
滅
」
や 

⑤
「
一
切
衆
生
寿
命
不
定
如
水
上
泡
」 
⑥
「
水
中
泡

一
起
一
滅
」
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
時
間
的
な
生
滅
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
一
方
、「
沫
」
で
は
、 

⑦
は
②
の
「
泡
沫
」
と
同
じ
く
中
身
の
無
い

こ
と
で
「
泡
」
で
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、 

⑧
の
「
水
上
沫
」、 

⑩
「
聚

沫
」
は
、
や
は
り
堅
固
で
な
い
こ
と
の
比
喩
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

⑨
に
は
、「
聚
沫
」
と
と
も
に
「
水
上
泡
」
が
現
わ
れ
る
。 

⑨
は
「
五

陰
」（
五
蘊
）
の
無
常
を
言
う
も
の
で
、
他
に
も
例
が
多
い
（ 

⑥
も
同

じ
）。「
色
」
は
物
質
、
特
に
肉
体
、「
受
」
は
感
覚
・
感
情
、「
想
」
は
表

象
、「
行
」
は
意
志
、「
識
」
は
認
識
を
表
す
と
い
う
。
こ
の
「
色
」
を

「
聚
沫
」
に
、「
受
」
を
「
水
上
泡
」
に
喩
え
る
の
も
、
先
の
区
別
に
応
じ

て
い
る
だ
ろ
う
。
肉
体
は
損
な
わ
れ
易
い
こ
と
、
感
覚
・
感
情
は
す
ぐ
さ

ま
移
ろ
う
こ
と
に
注
意
が
向
く
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
「
泡
」「
沫
」
の
比
喩
の
相
違
は
、
そ
も
そ
も
両
字
の
指
す

も
の
が
異
な
る
こ
と
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。『
説
文
解
字
』
で
は
、

「
泡
」「
沫
」
と
も
に
川
の
名
と
し
て
説
明
さ
れ
て
お
り
、
字
義
を
明
ら
か

に
で
き
な
い
。
ま
た
『
爾
雅
』『
玉
篇
』『
篆
隷
万
象
名
義
』
な
ど
、
他
の

字
書
類
も
参
考
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
経
典
の
実
例
を
見
る
と
、「
泡
」

と
「
沫
」
で
は
、
出
来
か
た
に
違
い
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
に
気
づ
く
。

「
雑
阿
含
経
」（
劉
宋
・
求
那
跋
陀
羅
訳
）
は
、
釈
尊
が
恒
河
（
ガ
ン
ジ
ス

川
）
の
ほ
と
り
で
諸
比
丘
に
説
い
て
、
ま
ず
「
譬
如
恒
河
大
水
暴
起
随
流

聚
沫
」（
譬
へ
ば
恒
河
の
大
水
の
暴
起
随
流
す
る
聚
沫
の
如
し
）
と
述

べ
、「
聚
沫
」
が
「
無
堅
実
」
で
あ
る
よ
う
に
、「
諸
所
有
色
」
は
「
無
牢

無
実
無
有
堅
固
」
で
あ
る
と
い
う
。
更
に
続
け
て
「
譬
如
大
雨
水
泡
一
起

一
滅
」
と
言
い
、
同
様
に
「
泡
」
が
「
無
堅
実
」
で
あ
る
よ
う
に
、「
諸

所
有
受
」
は
「
無
牢
無
実
無
有
堅
固
」
と
す
る
（『
大
正
蔵
』
2
‐
68
ｃ
）。

　

こ
の
恒
河
畔
で
の
説
法
と
思
し
き
も
の
が
、「
仏
説
聚
沫
所
漂
経
」（
東
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晋
・
竺
曇
無
蘭
訳
）
な
る
独
立
の
経
典
に
も
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、

恒
河
の
水
面
に
「
大
聚
沫
」
が
漂
っ
て
い
た
の
を
見
て
、
釈
尊
が
語
り
始

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
嘱
目
に
即
し
て
「
此
水
聚
沫
何
可
依

怙
」（
此
の
水
聚
沫
、
何
ぞ
依
怙
す
べ
か
ら
ん
）
と
し
、「
此
色
陰
有
何
堅

固
」（
此
の
色
陰
何
の
堅
固
か
有
ら
ん
）
と
い
う
結
論
を
導
く
。
次
い
で

「
譬
如
夏
雨
有
泡
現
、
或
有
生
者
、
或
有
滅
者
」（
譬
へ
ば
夏
雨
に
泡
の
現

は
る
る
有
り
、
或
い
は
生
ま
る
る
者
有
り
、
或
い
は
滅
ゆ
る
者
有
る
が
如

し
）
と
述
べ
、「
此
痛
陰
中
何
有
堅
固
」（
此
の
痛
陰
（
受
陰
に
相
当
）
中

に
何
の
堅
固
か
有
ら
ん
）
と
繰
り
返
す
（『
大
正
蔵
』
2
‐
５
０
１
ｃ
）。

　

こ
れ
ら
は
前
述
の
「
五
陰
」
の
比
喩
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
「
聚
沫
」

は
河
の
激
流
に
よ
っ
て
起
こ
り
流
さ
れ
る
も
の
、「
泡
」
は
大
雨
に
よ
っ

て
、
立
っ
て
は
消
え
る
も
の
と
さ
れ
る
。
要
す
る
に
、「
沫
」
は
微
細
な

ア
ワ
の
集
合
体
、「
泡
」
は
比
較
的
大
き
な
単
独
に
立
つ
ア
ワ
で
、
概
ね

foam
 

とbubble

に
相
当
す
る
形
態
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
沫
」

が
「
聚
沫
」
と
表
現
さ
れ
る
場
合
が
多
い
こ
と
、
水
面
に
漂
う
と
さ
れ
、

あ
る
程
度
の
時
間
は
残
存
す
る
こ
と
、「
撮
摩
」
で
き
な
い
と
さ
れ
る
こ

と
な
ど
は
、foam

と
考
え
る
と
ぴ
っ
た
り
符
合
す
る
。
一
方
、「
泡
」

も
、「
水
中
泡
」
が
あ
り
う
る
こ
と
、
瞬
時
に
消
え
る
こ
と
な
ど
、
明
ら

か
にbubble

に
あ
て
は
ま
る
事
柄
で
あ
る（

８
）。

　

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
仏
典
に
お
い
て
「
泡
」「
沫
」
に
よ
る
無
常

の
表
現
が
広
範
に
見
え
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
一
二
六
九
歌
の
「
水
沫
の

如
し
、
世
の
人
吾
等
は
」
の
比
喩
が
、
そ
れ
と
関
係
が
無
い
と
す
る
の

は
、
か
え
っ
て
難
し
い
だ
ろ
う
。
仏
教
的
な
作
品
を
除
い
て
、
当
時
伝
来

の
漢
籍
に
、
人
間
や
生
命
の
無
常
を
泡
沫
に
喩
え
た
表
現
は
管
見
に
入
ら

な
い
。
泡
沫
の
ご
と
き
微
細
な
非
生
命
現
象
に
人
の
姿
を
認
め
る
こ
と

は
、
仏
教
の
よ
う
に
、
そ
の
比
喩
を
探
し
求
め
る
中
か
ら
し
か
起
こ
ら
な

い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

し
か
し
同
時
に
、
仏
典
と
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
の
人
麻
呂
歌
集
の
歌

と
の
相
違
に
も
気
付
か
れ
る
の
で
あ
る
。
人
麻
呂
の
歌
う
ミ
ナ
ア
ワ
は
、

音
を
立
て
て
流
れ
る
川
に
浮
ぶ
の
で
あ
る
か
ら
、
細
か
い
ア
ワ
の
集
合
で

あ
り
、「
沫
」
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。「
三
名
沫
」
の
表
記
は
、
そ
れ
を

正
確
に
表
わ
し
て
い
る
。
し
か
し
恒
河
と
「
巻
向
の
山
辺
響
み
て
行
く

川
」
と
は
大
き
く
違
う
。
濁
っ
た
大
河
の
「
聚
沫
」
は
、
水
上
を
漂
い
な

が
ら
流
さ
れ
て
ゆ
く
。
一
方
、
山
川
の
清
冽
な
激
流
に
生
ま
れ
る
「
三
名

沫
」
は
、
長
明
の
語
る
よ
う
に
、
淀
み
に
浮
か
ん
で
「
か
つ
消
え
、
か
つ

結
ぶ
」
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
速
い
流
れ
は
、
時
間
の
進
行
を
強
く
感
じ
さ

せ
る
。
そ
の
中
で
、「
世
の
人
吾
等
」
は
、
川
の
流
れ
の
永
続
に
比
す
れ

ば
瞬
時
と
言
っ
て
よ
い
時
間
を
生
き
て
は
死
ん
で
ゆ
く
。
そ
の
時
間
性

は
、
仏
典
で
は
む
し
ろ
「
速
起
速
滅
」「
一
起
一
滅
」
な
ど
、「
泡
」
の
比

喩
が
担
っ
て
い
た
要
素
と
思
わ
れ
る（

９
）。
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「
世
の
人
吾
等
」
と
い
っ
た
俯
瞰
も
、
例
え
ば
「
維
摩
経
」
観
衆
生
品

の
、

菩
薩
観
二
衆
生
一
為
レ
若
レ
此
。
如
三
智
者
見
二
水
中
月
一
。
…
如
二
水
聚

沫
一
。
如
二
水
上
泡
一
。
如
二
芭
蕉
堅
一
。
…

�

（『
大
正
蔵
』
14
‐
５
４
７
ｂ
）

と
い
っ
た
「
菩
薩
」
の
視
点
を
媒
介
に
し
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
西
澤
一
光
氏
が
、
一
二
六
九
歌
に
即
し
て
、
人
麻

呂
が
「
原
典
の
句
を
十
分
に
咀
嚼
し
、
反
芻
し
た
上
で
、
新
た
な
歌
語
の

創
造
に
向
か
」
い
、「「
無
常
」
あ
る
い
は
「
空
」
の
真
理
を
、
仏
典
語
で

あ
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い
く
ら
い
ま
で
「
歌
」
の
表
現
の
領
域
に
落
と
し

込
ん
で
歌
っ
た
」
と
言
う
と
こ
ろ
も（

（1
（

、
如
上
の
ア
ワ
を
め
ぐ
っ
て
の
考
察

で
肯
わ
れ
よ
う
。

三
、「
水
沫
な
す
微
命
」
─
憶
良
─

　
『
万
葉
集
』
全
体
に
目
を
向
け
る
と
、
ま
ず
次
の
例
に
注
意
さ
れ
る
。

伝
聞
仮
合
之
身
易
レ
滅
、
泡
沫
之
命
難
レ
駐
。
所
以
千
聖
已
去
、
百

賢
不
レ
留
。

こ
れ
は
、
山
上
憶
良
が
記
す
大
伴
熊
凝
の
言
葉
（
５
・
八
八
六
序
）
で
、

都
に
向
か
う
道
中
で
客
死
し
た
熊
凝
が
、
臨
終
に
当
た
っ
て
自
分
の
死

を
、
世
間
無
常
の
理
と
し
て
受
け
止
め
よ
う
と
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。
当

然
、
仏
典
の
「
泡
沫
」
の
比
喩
を
引
用
し
た
も
の
と
見
做
せ
よ
う
。

　

た
だ
し
こ
う
し
た
例
が
『
万
葉
集
』
に
多
い
わ
け
で
は
な
く
、
特
に

「
泡
」
字
は
こ
の
一
例
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
他
に
題
詞
・
左
注
な
ど
に

ア
ワ
に
触
れ
た
例
は
見
え
ず
、
歌
中
で
訓
字
の
場
合
は
す
べ
て
「
沫
」
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ア
ワ
ユ
キ
（「
沫
雪
」）
一
四
例
、
ア
ワ
ヲ

（「
沫
緒
」）
一
例
、
ミ
ナ
ワ
（
ミ
ナ
ア
ワ
）
七
例
で
、
ア
ワ
ユ
キ
はfoam

状
の
雪
、
ア
ワ
ヲ
は
「
や
わ
ら
か
に
搓
っ
た
緒
」（『
時
代
別
』）
で
あ
る

か
ら
、「
沫
」
で
表
わ
す
の
が
適
当
で
あ
る
。
ミ
ナ
ワ
（
ミ
ナ
ア
ワ
）
七

例
は
、泊は

つ

瀬せ

女め
の 

造つ
く
る

木ゆ

綿ふ

花ば
な 

三み

吉よ
し

野の
の 

瀧た
ぎ

乃の

水み
な

沫わ
に 

開さ
き
に

来け
ら

受ず

屋や

�

（
６
・
九
一
二
、
笠
金
村
）

の
よ
う
に
、
川
に
生
じ
る
も
の
が
五
例
、
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塩し
ほ

満み
て

者ば 
水み

沫な
わ

尓に

浮う
か
ぶ 

細ま
な

砂ご
に

裳も 

吾わ
れ

者は

生い
け
る

鹿か 

恋こ
ひ

者は

不し
な

死ず

而て

�

（
11
・
二
七
三
四
）

と
、
海
の
波
に
立
つ
も
の
が
一
例
で
、
や
は
り
訓
字
な
ら
ば
「
沫
」
字
が

適
し
て
い
る
。

　

残
り
の
一
例
が
、
山
上
憶
良
が
「
水
沫
」
を
自
ら
の
命
の
直
喩
に
用
い

た
以
下
の
歌
で
あ
る
。

水み

沫な
わ

奈な

須す 

微
命い

の
ち

母も 

栲た
く

縄な
は

能の 

千ち

尋ひ
ろ

尓に

母も

何が

等と 

慕ね
が
ひ

久く

良ら

志し

都つ

�
（
５
・
九
〇
二
）

　

こ
れ
は
、
憶
良
最
晩
年
の
三
部
作
（「
沈
痾
自
哀
文
」「
悲
二
嘆
俗
道
仮

合
即
離
易
レ
去
難
一レ
留
詩
」「
老
身
重
病
経
レ
年
辛
苦
及
レ
思
二
児
等
一
歌
」）

の
最
後
を
飾
る
長
歌
（
八
九
七
）
の
第
五
反
歌
で
あ
る
。
題
詞
に
割
注
で

「
長
一
首
短
六
首
」
と
あ
る
う
ち
、
左
注
の
「
天
平
五
年
六
月
丙
申
朔
三

日
戊
戌
作
」
と
い
う
日
付
で
作
ら
れ
た
の
は
こ
の
九
〇
二
歌
ま
で
で
、
次

の
最
終
第
六
首
、

倭し

文づ

手た

纒ま
き 

数か
ず
に

母も

不あ
ら

在ぬ 

身み

尓に

波は

在あ
れ

等ど 

千ち

年と
せ

尓に

母も

何が

等と 

意お

母も

保ほ

由ゆ

留る

加か

母も�

（
九
〇
三
）

に
は
、「
去
神
亀
二
年
作
之
。
但
以
レ
類
故
、
更
載
二
於
茲
一
」
と
い
う
注

が
付
い
て
い
る
。
八
年
前
の
作
で
あ
る
が
、
九
〇
二
歌
と
同
趣
な
の
で
、

こ
こ
に
再
掲
す
る
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
九
〇
二
歌
は
、
憶
良
の
思
索
の

至
り
つ
い
た
境
地
で
あ
り
、
同
時
に
長
く
抱
い
て
き
た
感
慨
を
示
す
も
の

と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
歌
で
「
水
沫
」
は
、「
微
命
」
の
直
喩
に
な
っ
て
い
る
。「
微
命
」

は
、
旧
訓
モ
ロ
キ
イ
ノ
チ
で
あ
っ
た
が
、『
代
匠
記
』（
精
）
に
、

微
ヲ
モ
ロ
キ
ト
ヨ
メ
ル
ハ
、
水
沫
ト
云
ニ
依
テ
カ
。
モ
ロ
キ
ト
ヨ
マ

バ
、
反
云
毛
呂
吉
ナ
ド
注
セ
ラ
ル
ベ
シ
。
又
上
ニ
云
如
ク
、
此
巻
ハ

難
義
ノ
真
名
仮
名
ナ
キ
例
ナ
レ
バ
、
モ
ロ
キ
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ
。

日
本
紀
ニ
モ
、
此
字
ヲ
イ
ヤ
シ
ト
ヨ
メ
リ
。
微
賤
ハ
常
ノ
コ
ト
ナ
レ

バ
、
イ
ヤ
シ
キ
命
モ
ト
読
ベ
シ
。

と
述
べ
て
、「
賤
シ
キ
身
ノ
水
沫
ノ
如
ク
ナ
ル
命
モ
」
と
の
解
を
提
唱
し

た
。
し
か
し
『
童
蒙
抄
』『
考
』『
略
解
』『
古
義
』
な
ど
、
い
ず
れ
も
旧

訓
に
従
っ
て
い
る
。『
攷
証
』
は
、「
微
を
も
ろ
き
と
訓
る
は
義
訓
也
」
と

し
、『
推
古
紀
』
古
訓
に
「
危
」
を
モ
ロ
シ
と
訓
ん
だ
例
が
あ
る
こ
と
な

ど
を
挙
げ
た
上
で
、
宣
長
が
「
あ
ま
き
い
の
ち
も
」
と
も
訓
め
る
と
述
べ
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た
の
を
「
あ
し
か
ら
ず
」
と
す
る
。
宣
長
は
、『
記
』
上
巻
の
「
木こ

の

花は
な

之の

阿あ

摩ま

比ひ

能の

微み

坐ま
さ
む」

の
ア
マ
ヒ
を
「
甘
」
と
解
し
、
物
の
堅
く
な
い
こ
と

を
言
う
と
し
て
、
こ
の
歌
を
挙
げ
て
い
る
（『
記
伝
』
巻
十
六
）。

　

近
代
で
は
、『
全
註
釈
』
が
、「
遊
二
松
浦
河
一
序
」（
５
・
八
五
三
）
に

「
草
菴
之
微
者
」、「
草
香
山
の
歌
」（
８
・
一
四
二
八
）
左
注
に
「
依
二
作

者
微
一
不
レ
顕
二
名
字
一
」
な
ど
、「
微
」
を
賤
シ
の
意
に
用
い
た
例
が
あ
る

の
を
証
と
し
て
、『
代
匠
記
』
説
に
従
っ
て
い
る
（
窪
田
『
評
釈
』
同

説
。
な
お
前
引
憶
良
の
熊
凝
の
歌
序
に
も
「
凡
愚
微
者
」
云
々
と
あ
る
）。

し
か
し
、『
私
注
』
は
、「「
微
」
は
微
賤
の
意
で
イ
ヤ
シ
と
も
読
ま
れ
る

が
、
微
細
の
意
で
モ
ロ
シ
と
読
む
こ
と
も
出
来
る
。
此
の
歌
で
は
モ
ロ
キ

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、『
注
釈
』
が
、『
文
選
』
か
ら
「
微
命
」

の
例
、託

二
軽
鄙
之
微
命
一
、
委
二
陋
賤
之
薄
軀
一

�

（
後
漢
・
禰
衡
「
鸚
鵡
賦
」、
巻
十
三
）

寸
心
若
不
レ
亮
、
微
命
察
如
レ
糸

�

（
宋
・
謝
霊
運
「
初
発
二
石
首
城
一
」、
巻
二
十
六
）

を
挙
げ
て
以
降
は
、
諸
注
い
ず
れ
も
モ
ロ
キ
説
で
一
致
し
て
い
る
。

　

し
か
し
『
全
註
釈
』
が
、
憶
良
の
歌
か
と
し
て
挙
げ
る
、

久く

毛も

尓に

得と

夫ぶ 

久く

須す

利り

波は

牟む

用よ

波は 

美み

也や

古こ

弥み

婆ば 

伊い

夜や

之し

吉き

阿あ

何が

微み 

麻ま

多た

越を

知ち

奴ぬ

倍べ

之し�

（
５
・
八
四
八
）

の
存
在
（
実
際
に
は
作
者
不
明
と
し
て
お
く
他
な
い
が
）、
ま
た
九
〇
二

歌
の
前
後
に
、
子
供
た
ち
に
満
足
な
服
も
着
せ
て
や
れ
な
い
こ
と
を
嘆
き

（
九
〇
〇
・
九
〇
一
）、「
数
に
も
あ
ら
ぬ
身
」（
九
〇
三
）
と
自
嘲
す
る
こ

と
な
ど
か
ら
し
て
、「
イ
ヤ
シ
キ
命
」
の
訓
に
は
魅
力
が
あ
る
。

　
『
注
釈
』
が
指
摘
し
た
『
文
選
』
の
「
微
命
」
の
例
は
、
や
は
り
重
要

で
あ
ろ
う
。
禰
衡
の
賦
は
、
鸚
鵡
が
、
軽
く
賤
し
い
「
微
命
」、
つ
ま
ら

な
い
「
薄
軀
」
を
、
飼
い
主
に
委
ね
捧
げ
よ
う
と
述
べ
る
こ
と
を
言
う
。

ま
た
謝
霊
運
の
詩
は
、
讒
言
さ
れ
て
無
実
は
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
望
ま

な
い
任
地
に
行
か
さ
れ
る
際
の
作
で
、
こ
の
忠
義
の
心
が
明
ら
か
に
な
ら

な
け
れ
ば
、
自
分
の
「
微
命
」
は
糸
の
よ
う
に
危
う
い
と
歌
う
。
両
例
と

も
に
李
善
注
は
、『
楚
辞
』
天
問
篇
の
一
節
「
蠭
蛾
微
命
、
力
何
固
」（
蠭

蛾
は
微
命
な
れ
ど
も
、
力
何
ぞ
固
き
）
を
挙
げ
る
。
こ
れ
の
意
味
に
は
諸

説
あ
る
が
、
蠭
（
蜂
）
や
蛾
は
「
微
命
」
で
は
あ
る
が
、
毒
を
持
ち
、
そ

の
力
は
堅
固
だ
と
い
う
点
は
動
か
な
い
。

　
『
文
選
』
に
は
、
も
う
一
例
、
晋
・
殷
仲
文
「
解
二
尚
書
一
表
」（
巻
三

十
八
）
の
「
微
命
」
が
あ
る
。
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佇
二
一
戮
於
微
命
一
、
申
二
三
駆
於
大
信
一
、
既
恵
レ
之
以
二
首
領
一
、

復
引
レ
之
以
二
縶
維
一
。

作
者
殷
仲
文
が
、
簒
奪
者
桓
玄
の
た
め
に
働
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
桓

玄
を
打
倒
し
た
劉
裕
に
許
さ
れ
、
厚
遇
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
一
節
で
あ

る
。
こ
れ
を
含
め
て
、「
微
命
」
に
、
失
わ
れ
易
い
、
危
う
い
の
意
の
あ

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
同
時
に
、
こ
れ
ら
が
皆
、
よ
り
強
い

者
に
生
殺
与
奪
の
権
限
を
握
ら
れ
た
者
の
命
と
い
う
側
面
も
持
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
か
れ
る
。
そ
の
点
で
は
、「
微
命
」
の
「
微
」
は
、
単
に
は

か
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
他
者
に
対
し
て
、
つ
ま
ら
な
い
、
取
る

に
足
り
な
い
と
へ
り
く
だ
る
意
を
も
含
ん
で
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

述
べ
た
よ
う
な
複
雑
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ
「
微
命
」
を
、
憶
良
は
、

自
ら
の
消
え
よ
う
と
す
る
命
を
表
現
す
る
文
字
と
し
て
選
ん
だ
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
訓
の
決
定
は
な
お
難
し
い
け
れ
ど
も
、
イ
ヤ
シ
の
蓋
然
性
が
高

い
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
八
四
八
歌
の
「
い
や
し
き
我
が

身
」
も
ま
た
、「
薬
」
を
食
ん
だ
り
、「
を
つ
」
こ
と
を
願
っ
た
り
す
る
点

か
ら
し
て
、
単
に
つ
ま
ら
な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
弱
々
し
く
命
尽
き

か
け
て
い
る
こ
と
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

そ
の
「
微
命
」
に
対
し
て
、「
水
沫
な
す
」
と
い
う
直
喩
は
、
ま
こ
と

に
相
応
し
い
。「
水
沫
」
は
、
仏
典
に
お
い
て
は
、「
撮
摩
」
に
耐
え
な
い

弱
々
し
い
人
身
を
表
す
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
病
床
に
臥
す
憶
良
の
自
画

像
で
あ
る
。
そ
し
て
「
水
沫
」
が
微
細
な
も
の
の
集
合
体
を
成
す
こ
と

は
、
自
己
が
世
間
の
中
で
、
あ
り
ふ
れ
た
、
つ
ま
ら
な
い
存
在
で
あ
る
こ

と
を
暗
示
し
よ
う
。
人
麻
呂
が
歌
っ
た
よ
う
に
、
自
分
は
「
水
沫
の
ご

と
」
き
「
世
の
人
吾
等
」
の
一
人
で
し
か
な
い
。
そ
れ
は
、
八
年
前
の

「
倭
文
た
ま
き
数
に
も
あ
ら
ぬ
身
」（
九
〇
三
）
と
い
う
自
己
認
識
と
同
じ

と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
時
の
「
千
歳
に
も
が
」
と
い
う

長
命
へ
の
願
い
は
、「
病
を
と
加
へ
て
」（
八
九
七
）
あ
る
現
在
に
至
っ

て
、「
栲
縄
の
千
尋
に
も
が
」
と
い
う
「
丈
夫
で
長
生
き
」
の
願
望
へ
と

変
化
し
て
い
る
。

　

客
観
的
に
は
、
憶
良
は
平
凡
で
は
な
か
っ
た
し
、
憶
良
自
身
も
そ
の
学

識
に
自
恃
の
念
を
持
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
才
能
と
努
力
に

見
合
っ
た
と
思
え
る
地
位
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
悔
恨
が
、
こ
と

さ
ら
に
自
己
の
平
凡
や
貧
賤
を
述
べ
立
て
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ

う
し
た
反
骨
こ
そ
が
、
死
の
床
に
あ
っ
て
、
な
お
も
「
栲
縄
」
の
ご
と
き

長
生
を
願
わ
せ
る
力
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

三
、「
み
つ
ぼ
な
す
仮
れ
る
身
」
─
家
持
─
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先
に
述
べ
た
よ
う
な
憶
良
の
表
現
を
、
自
ら
の
範
と
し
て
い
た
の
が
、

大
伴
家
持
で
あ
る
。

美み

都つ

煩ぼ

奈な

須す 

可か

礼れ

流る

身み

曽そ

等と

波は 

之し

礼れ

れ々

杼ど

母も 

奈な

保ほ

之し

祢ね

我が

比ひ

都つ 

知ち

等と

世せ

能の

伊い

乃の

知ち

乎を�

（
20
・
四
四
七
〇
）

こ
れ
が
憶
良
九
〇
二
歌
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
こ
の

歌
が
、
や
は
り
「
以
前
歌
六
首
（
天
平
勝
宝
八
歳
〔
七
五
六
〕）
六
月
十

七
日
大
伴
宿
祢
家
持
作
」
と
い
う
左
注
で
括
ら
れ
る
三
部
作

─
「
喩
レ

族
歌
」「
臥
レ
病
悲
二
無
常
一
欲
レ
脩
レ
道
作
歌
」「
願
レ
寿
作
歌
」

─
の
最

後
を
占
め
て
い
る
の
も
、
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
自
ら
の
ウ
ヂ
で
あ
る

大
伴
氏
、
ま
た
無
常
の
世
の
中
に
あ
る
我
が
身
に
つ
い
て
思
索
し
た
先
に

至
り
つ
い
た
の
は
、
憶
良
と
同
じ
く
長
生
へ
の
願
い
で
あ
っ
た（

（1
（

。

　

た
だ
し
、
憶
良
と
家
持
と
の
表
現
上
の
相
違
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が

あ
ろ
う
。
こ
の
歌
は
、
憶
良
の
影
響
を
受
け
た
歌
の
例
に
も
れ
ず
、
模
倣

と
片
付
け
ら
れ
て
、
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
い
。
し
か
し
家
持
の

そ
う
し
た
歌
は
、
憶
良
の
歌
を
知
っ
た
上
で
読
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
、
憶

良
は
模
倣
の
対
象
と
い
う
よ
り
、
参
照
枠
で
あ
る
。
家
持
は
、
憶
良
の
表

現
を
受
容
し
つ
つ
変
容
さ
せ
て
お
り
、
元
歌
と
異
な
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
、

家
持
の
置
い
た
重
点
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
歌
で
言
え
ば
、
憶
良
の

「
水
沫
な
す
微
命
」
と
家
持
の
「
み
つ
ぼ
な
す
か
れ
る
身
」
と
の
相
違
に

ま
ず
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
「
み
つ
ぼ
な
す
か
れ
る
身
」
に
つ
い
て
、『
代
匠
記
』（
初
）
は
、

み
つ
ぼ
は
う
た
か
た
な
り
。
十
喩
の
中
の
浮
泡
も
こ
れ
な
り
。
う
た

か
た
の
水
の
う
へ
に
う
け
る
が
、
壺
の
ご
と
く
な
れ
ば
、
み
つ
ぼ
と

は
い
へ
り
。
か
れ
る
身
は
、
借
有
身
に
て
、
四
大
仮
和
合
を
い
へ

り
。
第
三
に
、
う
つ
せ
み
の
か
れ
る
命
と
よ
め
り
。

と
述
べ
、
そ
の
後
憶
良
の
九
〇
二
歌
を
引
く
。
一
方
、『
考
』
は
「
み
つ

ほ
は
水
火
な
り
」
と
し
、『
略
解
』
は
、「
水
火
の
如
く
仮
な
る
身
と
い
ふ

也
と
翁
は
い
は
れ
き
」
と
真
淵
説
を
引
く
と
と
も
に
、「
宣
長
云
、
み
つ

ぼ
は
水
沫
の
つ
ぶ
だ
つ
を
い
ふ
。
古
事
記
に
海
水
之
都
夫
多
都
時
と
有
是

也
」
と
い
う
。
更
に
『
古
義
』
は
、「
美
都
保
は
水
粒
に
て
、
泡
沫
の
別

名
な
り
。
粒
は
穀
粒
の
粒
に
て
、
泡
沫
は
、
水
の
粒
立
る
も
の
な
れ
ば
、

か
く
い
へ
り
」
と
し
て
、
や
は
り
『
古
事
記
』
上
巻
の
例
を
挙
げ
て
い

る
。
近
代
に
入
る
と
、『
古
義
』
説
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
加
え
て

『
類
聚
名
義
抄
』（
観
智
院
本
）
の
訓
に
、

泡　

亠
胞　

ア
●

ハ
●　
●

ウ
●

カ
フ　

／　

ミ
ツ
ホ　

ミ
ナ
ツ
ホ
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（
法
上
一
四
）

と
あ
る
の
が
参
照
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

た
だ
し
『
全
注
』（
木
下
正
俊
氏
）
は
、「
ミ
ツ
ボ
は
水
の
泡
」
と
し
て

『
名
義
抄
』
を
挙
げ
つ
つ
、

ツ
ボ
は
ツ
ブ
（
粒
）
の
古
形
か
。
た
だ
し
上
代
語
と
し
て
は
ツ
ビ
が

一
般
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
霊
異
記
に
二
個
所
「
粒
」
を
「
ツ

ヒ
」
と
注
し
た
所
が
あ
り
、
東
大
寺
本
法
華
義
疏
紙
背
に
「
滴
」
を

「
ツ
備
」
と
訓
じ
て
い
る
。
後
者
に
よ
れ
ば
露
な
ど
の
水
滴
を
さ
し

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
述
べ
る
。
ミ
ツ
ボ
は
、
単
に
ア
ワ
の
こ
と
と
し
て
済
ま
な
い
問
題
が
あ

り
そ
う
で
あ
る
。

　
『
考
』
の
「
水み

づ

火ほ

」
説
は
、
ホ
が
ヒ
の
被
覆
形
で
あ
り
、
清
濁
も
異
な

る
の
で
問
題
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。『
代
匠
記
』
が
、
ミ
ツ
ボ
を
ウ
タ
カ

タ
と
同
じ
で
「
水
壺
」
の
意
と
す
る
の
は
、
藤
原
清
輔
の
『
奥
義
抄
』

に
、

お
ち
た
ぎ
つ
河
瀬
に
な
び
く
う
た
か
た
も
思
は
ざ
ら
め
や
恋
し
き
も

の
を

（
関
戸
本
『
古
今
和
歌
集
』
恋
一
。
た
だ
し
第
二
句

「
う
か
ぶ
」、
第
五
句
「
こ
と
を
」）

に
対
し
て
、「
お
ち
た
ぎ
つ
は
、
お
ち
た
ぎ
る
也
。
う
た
か
た
は
水
の
う

へ
に
つ
ぼ
の
や
う
に
て
う
き
た
る
あ
わ
也
」（『
日
本
歌
学
大
系
』
第
一

巻
）
と
注
す
る
の
に
示
唆
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
（
補
注
）。

　

確
か
に
ミ
ツ
ボ
と
「
つ
ぼ
の
や
う
に
て
」
の
一
致
は
、
偶
然
で
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
ツ
ボ
は
、「
都
保
須
美
礼
」（「
壺
菫
」
の
意
。
８
・

一
四
四
四
、
一
四
四
九
）
の
表
記
か
ら
し
て
、
上
代
で
は
清
音
ツ
ホ
で

あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
。
ま
た
ツ
ホ
に
は
ツ
フ
の
形
も
あ
っ
て
（
敏
達
紀

十
三
年
、「
壺
」
字
の
訓
注
「
都
符
」）、
こ
れ
も
清
音
で
あ
る
。
少
な
く

と
も
上
代
に
お
い
て
、
ミ
ツ
ボ
と
「
壺
」
と
を
結
び
付
け
る
の
は
難
し

い
。
し
た
が
っ
て
、
と
り
あ
え
ず
『
古
事
記
』
の
ツ
ブ
ダ
ツ
と
関
連
さ
せ

て
考
え
る
の
が
優
る
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
『
古
事
記
』（
上
巻
）
の
例
は
以
下
の
通
り
。

故
其
沈
二
居
底
一
之
時
名
、
謂
二
底
度
久
御
魂
一
、
其
海
水
之
都
夫
多

都
時
名
、
謂
二
都
夫
多
都
御
魂
一
（
自
レ
都
下
四
字
以
音
）、
其
阿
和

佐
久
時
名
、
謂
二
阿
和
佐
久
御
魂
一
（
自
レ
阿
至
レ
久
以
音
）。



國學院雜誌　第 116 巻第 1号（2015） ─ 86 ─

猿
田
毘
古
神
が
ヒ
ラ
ブ
貝
に
手
を
挟
ま
れ
て
溺
れ
た
時
、
そ
の
状
態
に

よ
っ
て
名
を
変
え
る
の
だ
と
い
う
。
す
な
わ
ち
底
に
い
る
時
は
「
底
度
久

御
魂
」、「
海
水
の
つ
ぶ
た
つ
時
」
の
名
は
「
都
夫
多
都
御
魂
」、「
あ
わ
さ

く
時
」
の
名
は
「
阿
和
佐
久
御
魂
」
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
ツ
ブ
と
ア
ワ
が
区
別
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
連
続
し
た
段
階
に

あ
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
ツ
ブ
タ
ツ
と
は
、
水
中
で
も
が
い

て
（
あ
る
い
は
吐
息
が
漏
れ
て
）
水
泡
が
出
来
る
こ
と
、
ア
ワ
サ
ク
と
は

そ
れ
が
水
面
に
出
て
破
裂
す
る
こ
と
を
言
う
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
水

中
に
あ
っ
て
、
気
泡
は
粒
だ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
な
状
態
に
あ
る
。
そ
れ
を
指

し
て
ツ
ブ
と
言
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
、
そ
の
形
態
が
、
家

持
の
歌
う
ミ
ツ
ボ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（1
（

。

　
『
名
義
抄
』
の
ミ
ツ
ボ
（
ミ
ナ
ツ
ボ
）
の
訓
が
、「
泡
」
字
に
対
し
て
付

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。『
名
義
抄
』
に
ア
ワ
（
ハ
）
の
訓

は
、「
泡
」
を
は
じ
め
、「
漚
」「
沫
」「
瀾
」「
沸
」
な
ど
に
も
見
え
る

が
、
ミ
ツ
ボ
（
ミ
ナ
ツ
ボ
）
の
訓
は
他
に
見
ら
れ
な
い
。

　

ミ
ツ
ボ
は
実
際
に
訓
点
に
記
さ
れ
る
場
合
も
、「
泡
」
に
付
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。『
訓
点
語
彙
集
成
』（
築
島
裕
編
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
～

一
二
）
に
よ
れ
ば
、「
沫
」
字
に
付
さ
れ
る
訓
は
、
ア
ワ
・
ア
ワ
ツ
・
ミ

ヅ
ノ
ア
ワ
・
ミ
ツ
ボ
・
ム
ラ
ア
ワ
、「
泡
」
に
付
さ
れ
る
の
は
、
ア
ワ
・

ウ
タ
カ
タ
・
ウ
タ
ツ
ミ
・
ウ
チ
ア
ワ
・
ミ
ツ
ボ
で
、
ミ
ツ
ボ
は
「
沫
」

「
泡
」
い
ず
れ
に
も
例
が
あ
る
。
し
か
し
「
沫
」
に
付
さ
れ
た
の
は
、「
大

毗
盧
遮
那
経
疏
」
巻
二
・
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
点
、
及
び
「
法
華
経

単
字
」
保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
点
の
二
書
二
例
の
み
で
あ
る
の
に
対
し

て
、「
泡
」
の
方
は
、
八
書
一
七
例
に
及
ぶ
。

　

例
え
ば
、「
大
日
経
疏
」
治
安
四
年
（
一
〇
二
四
）
点
で
は
、「
暴
雨
水

上
浮
泡
」
の
「
浮
泡
」
に
「
ウ
カ
ヘ
ル
ミ
ツ
ホ
ア
リ
」
の
訓
が
記
さ
れ
る

（
巻
二
）。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
「
五
陰
」
の
説
明
で
、
そ
の
前
に
は
「
水

上
浮
沫
」
の
「
浮
沫
」
に
「
ウ
カ
ヘ
ル
ア
ハ
ノ
」
の
訓
が
あ
る（

（1
（

。
ま
た

「
大
般
若
経
音
義
」（
院
政
期
）
で
は
、
八
箇
所
に
わ
た
っ
て
、「
沫
」
に

「
ア
ハ
」、「
泡
」
に
「
ミ
ツ
ホ
」
の
訓
が
見
え
る（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
「
泡
」
字
と
ミ
ツ
ボ
と
が
結
び
付
く
の
は
、
ミ
ツ
ボ
が
、

ア
ワ
の
中
で
も
粒
状
で
ば
ら
ば
ら
の
も
の
を
表
し
、
そ
れ
が
「
泡
」
の
字

義
に
適
う
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
家
持
が
こ
の
語
を
選
ん
だ
の
は
、

「
十
喩
」
の
「
不
得
久
立
」
を
表
わ
さ
ん
が
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
。
下

に
続
く
「
な
ほ
し
願
ひ
つ
千
年
の
命
を
」
と
い
う
、
端
的
に
命
長
か
ら
ん

こ
と
を
願
う
表
現
は
、
そ
れ
に
応
じ
る
の
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
は
、「
水
沫
な
す
微
命
」
と
自
ら
を
評
し
た
憶
良
と
の

相
違
を
十
分
に
意
識
し
た
結
果
に
相
違
な
い
。
死
を
目
前
に
し
た
憶
良
に

対
し
て
、
家
持
は
四
十
歳
前
後
の
壮
年
で
あ
る
。「
臥
病
悲
無
常
欲
脩
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道
」
云
々
と
言
い
な
が
ら
、「
無
常
」
を
自
分
の
肉
体
で
実
感
し
て
い
な

い
の
は
、
家
持
が
「
み
つ
ぼ
な
す
仮
れ
る
身
」
で
あ
る
こ
と
を
「
知
れ
れ

ど
も
」、
す
な
わ
ち
知
識
と
し
て
持
っ
て
い
る
と
述
べ
る
こ
と
に
表
れ
て

い
よ
う
。「
欲
脩
道
」
と
題
し
た
り
、「
仮
合
」
を
翻
読
し
て
「
仮
れ
る

身
」
と
表
わ
し
た
り
と
、
露
わ
に
仏
教
的
な
の
も
、
そ
れ
に
見
合
っ
て
い

る
。

　

こ
の
時
期
の
家
持
は
、
聖
武
太
上
天
皇
崩
御
後
の
混
乱
の
中
で
、
政
治

的
な
苦
境
に
あ
っ
た
。
一
族
の
中
で
も
高
位
に
あ
っ
た
古
慈
悲
に
朝
廷
誹

謗
の
嫌
疑
が
か
け
ら
れ
（
家
持
は
淡
海
三
船
に
よ
る
讒
言
と
左
注
に
記

す
）、
一
方
で
は
翌
年
の
橘
奈
良
麻
呂
の
変
へ
の
誘
い
も
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
家
持
は
、
長
老
然
と
し
て
一
族
に
軽
挙
妄
動
を
戒

め
、
一
方
で
は
出
家
修
道
を
志
し
、
か
つ
長
命
を
願
う
の
で
あ
る
。
畢

竟
、
家
持
は
文
字
通
り
「
病
と
称
し
て
」
い
る
の
で
あ
り
、
歌
は
そ
の

ポ
ー
ズ
こ
そ
を
表
現
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
歌
は
、
純
粋
に
空
想
的
・

観
念
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
（
自
意
識
に
お
い
て
）
大
伴
氏
の
長
老
た
る
家
持
は
、
憶
良
の
よ
う
な

卑
下
の
姿
勢
を
取
ら
な
い
。
家
持
の
生
は
「
微
命
」
で
は
な
い
。「
沫
」

の
ご
と
き
衆
諸
の
一
員
と
い
わ
ず
、
独
立
し
た
ミ
ツ
ボ
（
泡
）
と
自
己
を

規
定
す
る
の
も
、
そ
れ
と
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

四
、
む
す
び

　

以
上
、『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、「
泡
」「
沫
」
を
命
の
比
喩
に
用
い
た

例
を
検
討
し
て
き
た
。「
泡
」「
沫
」
の
区
別
に
着
目
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
歌
人
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
る（

（1
（

。

　

人
麻
呂
は
、「
泡
」「
沫
」
に
関
わ
る
仏
典
の
様
々
な
比
喩
を
咀
嚼
し
つ

つ
、
具
体
的
事
物
に
即
し
て
、「
世
の
人
吾
等
」
を
見
据
え
る
独
自
の
表

現
を
作
り
あ
げ
て
い
た
。
一
方
、
憶
良
や
家
持
は
、
よ
り
仏
典
に
忠
実

に
、
そ
の
比
喩
を
利
用
し
て
、
自
ら
の
具
体
を
描
き
出
し
て
い
る
。
そ
れ

は
彼
ら
の
歌
人
と
し
て
の
性
格
に
由
来
す
る
相
違
で
あ
り
、
優
劣
の
問
題

で
は
な
い
。

　

彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
先
に
あ
る
表
現
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
生
命
を

ど
う
観
ず
る
か
と
い
う
課
題
に
、
和
歌
で
答
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ

は
同
時
に
、
仏
教
国
家
と
し
て
立
と
う
と
す
る
ヤ
マ
ト
の
文
化
を
形
成
し

て
ゆ
く
営
み
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

注（１
）
歌
群
全
体
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
万
葉
集
巻
七
・
人
麻
呂
歌
集
「
巻
向
・
三
輪
歌

群
」
試
論
」（『
上
代
文
学
』
一
〇
五
号
、
二
〇
一
〇
・
一
一
）
に
論
じ
た
。
併
読

を
乞
う
。

（
２
）
人
麻
呂
歌
集
歌
と
『
方
丈
記
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
荻
原
千
鶴
「『
方
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丈
記
』
冒
頭
考
」（『
日
本
古
代
の
神
話
と
文
学
』
塙
書
房
、
一
九
九
八
、
初
出
一

九
七
五
）。
な
お
ウ
タ
カ
タ
に
つ
い
て
は
小
考
補
注
参
照
の
こ
と
。

（
３
）『
万
葉
集
を
学
ぶ
』
第
三
集
、
有
斐
閣
、
一
九
七
八
。

（
４
）
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
西
澤
一
光
「『
万
葉
集
』
と
「
無
常
」」（
高
岡

市
万
葉
歴
史
館
論
集
『
生
の
万
葉
集
』、
笠
間
書
院
、
二
〇
一
〇
）。
な
お
『
万
葉

集
』
の
「
無
常
」
の
表
現
と
仏
典
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
、
佐
竹
昭

広
「「
無
常
」
に
つ
い
て
」（『
萬
葉
集
再
読
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
三
、
初
出
一
九

九
四
）
が
あ
る
。

（
５
）「
十
喩
」
と
和
歌
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
新
間
一
美
「
仏
教
と
和
歌
─
無
常
の

比
喩
に
つ
い
て
─
」『
論
集　

和
歌
と
は
何
か
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
四
）
が
詳

し
い
。
な
お
人
麻
呂
歌
集
歌
「
三み

吉よ
し

野の

之の

御み

船ふ
ね

乃の

山や
ま

尓に

立た
つ

雲く
も

之の

常つ
ね

将に
あ

在ら
む

跡と

我わ
が

思
お
も
は

莫な

苦く

二に

」（
３
・
二
四
四
）
は
、「
十
喩
」
の
「
是
身
如
浮
雲
、
須
臾
変
滅
」
と
関

わ
る
だ
ろ
う
。
参
照
、
拙
稿
「
序
詞
と
ナ
ク
ニ
止
め
」（『
国
語
と
国
文
学
』
85
‐

９
、
二
〇
〇
八
・
九
）。

（
６
）「『
万
葉
集
』
に
お
け
る
無
常
観
の
形
成
」『
日
本
仏
教
思
想
史
論
考
』
大
蔵
出
版
、

一
九
九
三
、
初
出
一
九
八
二
。

（
７
）
西
澤
注
４
論
文
は
、
人
麻
呂
歌
集
歌
「
水
み
づ
の

上う
へ
に

如か
ず

數か
く

書ご
と
く

吾わ
が

命い
の
ち

妹い
も
に

相
あ
は
む
と

受う
け

日ひ

鶴つ
る

鴨か
も

」（
11
・
二
四
三
三
）
と
「
如
画
水
随
画
随
合
」
と
が
関
連
す
る
と
指
摘
す
る
。

（
８
）
そ
れ
は
、「
沫
」
が
「
末
」
を
、「
泡
」
が
「
包
」
を
音
符
と
す
る
こ
と
か
ら
も
納

得
さ
れ
よ
う
。
な
お
「
沫
」
を
、「
泡
」
と
区
別
し
て
か
、
シ
ブ
キ
と
訳
し
た

り
、「
原
文
「
沫
」
は
空
中
に
飛
び
散
る
水
し
ぶ
き
を
意
味
す
る
が
、「
泡
沫
」
の

語
に
よ
っ
て
「
泡
」
の
意
に
用
い
た
も
の
か
」（
渡
瀬
昌
忠
『
万
葉
集
全
注
』
巻

七
、
一
二
六
九
歌
の
項
）
と
し
た
り
す
る
が
、
シ
ブ
キ
は
「
飛
沫
」
す
な
わ
ち

「
沫
」
が
ち
ぎ
れ
て
飛
散
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、「
沫
」
全
体
が
シ
ブ
キ
に
当
た
る

と
す
る
の
は
適
当
で
な
い
。

（
９
）
新
間
注
５
論
文
が
、
宋
・
謝
霊
運
「
維
摩
吉
経
中
十
譬
讃
」
の
第
一
首
「
聚
沫
泡

合
」
を
挙
げ
て
、
こ
の
讃
が
、
水
が
泡
を
生
じ
、
激
流
が
聚
沫
を
生
じ
て
、
姿
を

変
え
つ
つ
空
や
谷
に
消
散
し
て
ゆ
く
さ
ま
を
描
く
の
に
、
一
二
六
九
歌
は
通
ず

る
、
と
述
べ
る
の
も
、
こ
の
点
を
指
摘
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
広
弘
明

集
』（
唐
・
釈
道
宣
撰
）
巻
十
五
所
収
の
こ
の
讃
が
、
人
麻
呂
の
目
に
触
れ
え
た

か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。

（
10
）「『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
無
常
」
の
形
―
思
想
史
に
お
け
る
「
無
常
」
の
起
源
を

め
ぐ
っ
て
―
」『
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
紀
要
』
二
一
、
二
〇
一
一
・
三
。

（
11
）
歌
群
全
体
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
天
平
勝
宝
八
歳
六
月
一
七
日
作
歌
六
首
を
め

ぐ
っ
て
」（『
大
伴
家
持
「
歌
日
誌
」
論
考
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
七
、
初
出
一
九
九

三
）
に
論
じ
た
。
併
読
を
乞
う
。

（
12
）
既
に
新
間
注
５
論
文
に
、
ミ
ツ
ボ
は
「
聚
沫
」
で
な
く
「
泡
」
を
言
う
の
だ
ろ
う

と
の
指
摘
が
あ
る
。

（
13
）
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
の
原
本
を
確
認
し
た
。

（
14
）
築
島
裕
『
大
般
若
経
音
義
の
研
究
』
本
文
篇
（
勉
誠
社
、
一
九
七
七
）
に
よ
る
。

（
15
）
本
稿
は
紙
幅
の
都
合
で
、
個
々
の
作
品
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
に
詳
細
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
諒
と
さ
れ
た
い
。

補
注

　

小
松
英
雄
『
丁
寧
に
読
む
古
典
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
）
は
、
第
五
章
で
『
方
丈

記
』
冒
頭
の
ウ
タ
カ
タ
に
つ
い
て
論
じ
、
こ
れ
が
『
万
葉
集
』
に
見
え
る
副
詞
ウ
タ
ガ

タ
モ
の
ウ
タ
ガ
タ
と
同
じ
も
の
で
、
副
詞
ツ
ユ
と
同
じ
よ
う
に
、
ウ
タ
ガ
タ
が
あ
え
な

く
消
え
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
ウ
タ
ガ
タ
モ
と
い
う
結
合
で
、
微
塵
も
、
い
さ
さ
か
も

の
意
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
。
論
証
過
程
で
単
泡
（bubble

）
と
群
泡
（foam

）

と
を
分
け
る
な
ど
、
本
稿
に
と
っ
て
示
唆
的
で
あ
る
。
し
か
し
論
は
長
大
で
多
岐
に
わ

た
り
、
す
べ
て
を
検
証
す
る
余
裕
が
本
稿
に
は
な
い
。
本
稿
に
関
わ
る
問
題
の
指
摘
に

と
ど
め
る
。

　
『
奥
義
抄
』
の
「
う
た
か
た
は
水
の
う
へ
に
つ
ぼ
の
や
う
に
て
う
き
た
る
あ
わ
也
」
に

つ
い
て
、
小
松
氏
が
、「
壺
に
注
ぎ
込
ん
だ
水
が
群
泡
と
な
っ
て
あ
ふ
れ
出
て
く
れ
ば
、

ち
ょ
う
ど
壺
の
口
の
よ
う
な
形
に
な
る
」
と
言
う
（
Ｐ
215
）
の
は
理
解
が
難
し
い
。
む



『万葉集』「泡沫」考─ 89 ─

し
ろ
氏
の
い
う
「
単
泡
」
が
、
壺
を
伏
せ
た
形
で
あ
る
こ
と
を
い
う
と
し
た
方
が
良
い

の
で
は
な
い
か
。
氏
は
こ
う
し
た
理
解
を
、
壺
ほ
ど
大
き
い
泡
は
な
い
と
否
定
し
て
い

る
が
、
形
を
言
っ
て
い
る
の
で
大
き
さ
は
必
ず
し
も
問
題
で
は
あ
る
ま
い
。

　
『
日
葡
辞
書
』
の
「V

tacata

」
に
「
詩
歌
語
。
雨
降
り
の
時
な
ど
に
、
で
き
て
は
す

ぐ
に
消
え
る
大
き
な
水
泡
。
す
な
わ
ち
あ
ぶ
く
」（
邦
訳
）
と
あ
る
の
を
小
松
氏
は
「
大

き
な
群
泡
」
と
解
し
て
い
る
（
Ｐ
215
）。
し
か
し
こ
れ
は
本
稿
に
触
れ
た
仏
典
、
例
え
ば

「
雑
阿
含
経
」
の
「
譬
如
大
雨
水
泡
一
起
一
滅
」
に
極
め
て
近
い
。
ま
た
氏
の
挙
げ
る

（
Ｐ
221
）『
倭
名
抄
』（
二
十
巻
本
）
に
「
沫
雨　

淮
南
子
註
云
、
沫
雨　

潦
上
、
沫
起
、

若
覆
盆　

和
名
宇
太
加
太
」（
巻
一
）
と
あ
る
の
も
、「
沫
雨
」
で
は
あ
る
が
、
雨
に
よ
っ

て
立
つ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
さ
れ
る
。
小
松
氏
は
、『
淮
南
子
註
』
の
「
盆
」

が
異
文
で
は
「
甌
」「
瓮
」
で
あ
り
、
と
も
に
水
ガ
メ
を
指
す
こ
と
を
挙
げ
、「
水
た
ま

り
に
大
雨
が
降
り
つ
け
て
で
き
た
飛
沫
が
水
ガ
メ
を
逆
さ
に
し
た
よ
う
な
形
に
な
る
」

と
述
べ
る
が
、
先
の
「
つ
ぼ
の
や
う
に
て
」
と
同
様
、「
単
泡
」
が
水
ガ
メ
を
伏
せ
た
形

で
あ
る
こ
と
を
い
う
と
見
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
い
ず
れ
も
ウ
タ
カ
（
ガ
？
）
タ
に
、「
泡
」、
和
語
な
ら
ば
ミ
ツ

ボ
の
形
態
を
想
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。『
奥
義
抄
』
の
「
つ
ぼ
の
や
う
に
て
」
は
、

ミ
ツ
ボ
の
語
形
に
引
か
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
小
松
氏
は
ア
ワ
（
単
泡
）
─
ウ
タ
ガ

タ
（
群
泡
）
の
対
立
を
想
定
し
て
い
る
が
、
ア
ワ
は
広
く
泡
沫
を
指
し
、
ミ
ツ
ボ
は
「
単

泡
」
と
い
う
特
殊
な
形
態
を
表
す
と
本
稿
は
考
え
る
。
ウ
タ
カ
（
ガ
）
タ
は
訓
点
資
料

に
十
九
世
紀
ま
で
例
を
見
な
い
（『
訓
点
語
彙
集
成
』）。『
日
葡
辞
書
』
の
「
詩
歌
語
」

は
古
く
か
ら
の
認
識
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
具
体
的
に
は
ミ
ツ
ボ
を
指
し
た
と
思
わ

れ
る
。
前
述
の
通
り
、『
方
丈
記
』
冒
頭
は
、『
万
葉
集
』
歌
に
基
づ
い
た
と
思
わ
れ
、

「
詩
歌
語
」
が
用
い
ら
れ
る
必
然
性
も
あ
ろ
う
。
流
水
に
よ
っ
て
生
じ
る
ア
ワ
は
集
ま
っ

て
「
群
泡
」
に
も
な
ろ
う
が
、「
か
つ
消
え
か
つ
結
ぶ
」
と
い
う
際
に
は
、「
単
泡
」
と

し
て
生
じ
、
消
え
る
時
の
形
態
に
目
を
止
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。


